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～心耕す～ 

 

私が生まれ育った越前市粟田部町は福井県のほぼ中央に位置する三里山のふもとに位置し、約 1500 年前の

第 26 代継体天皇ゆかりの地として伝統行事が残るなど長い歴史に彩られた街です。 

その伝統行事のひとつとして「堂の餅」があります。今年は当番の頭として参加させていただきました。 

「堂の餅」は桶を担いだ男衆が「ちょーい、ちょーい」と歌声をあげながら粟田部中を練り歩き、当番の家々

と神社を往復し餅を運びます。また当番の各家ではお酒や料理等おもてなしを受けます。今年参加した当番は

13 人。家々と神社を 13 回往復しましたが、最短距離ではなく粟田部中をくまなく歩くように大回りして歩き

ます。午前 6 時からスタートし、午後 6 時まで約 20 キロ、歩数にすると 4 万歩以上…もちろん次の日は筋肉

痛です。本音を言うと「めちゃくちゃ大変」な 1 日でしたが、そんな大変な 1 日だからこそ当番全員でやり遂

げたのはすごく達成感もありましたし、清々しい気持ちになりました。 

1 日中餅を担いで、生まれ育った故郷を練り歩くというとても貴重な経験をさせてもらい「地元」に対する

思いもより一層強くなりました。 

「人口減少」という大きな課題はありますが、その中でも明るい未来へつなげられるように「木だて家」とし

てもできる限り地域貢献させていただきたいと強く感じました。 

 

 

 

社長  内田  壮一  

-５年ぶりの継体天皇ゆかりの伝統行事「堂の餅」- 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

  

 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

快適な住まいづくりを目指し、内装の仕上げ工事が着々と進行中です！ 

■収納スペースの充実 

・パントリーとクローゼットに、使い勝手の良い可動棚を設置 

・リビング南側には、ちょっとした小物を収納できる便利なヌックスペースを確保 

■キッチン周りの機能性アップ 

・対面キッチンとカウンター部分に、デザイン性と実用性を兼ね備えたニッチスペースを設置 

・背面には、家事効率を高める家電収納棚を完備 

特徴は、収納スペースを効果的に配置することで、すっきりとした暮らしやすい空間を実現している点で

す。実用的でありながら、インテリアとしても魅力的な仕上がりとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

       福井市「桃園の家」仕上げ工事進捗レポート                                                                     

 

 

                          

 

部長  久保  辰雄  

       越前市「塚町の家」大規模リノベーション進捗レポート                                                                      

 

 

                          

 

■暮らしやすさを追求した空間づくり 

特に和室を中心とした 1 階部分が、大きく生まれ変わります！ 

・和室、台所、浴室、洗面所、トイレの土台と柱を補強 

・サッシも一新し、明るく快適な LDK 空間を実現 

・和室が大きな LDK に変身しました 

■1 階は快適な水廻り空間に 

・対面式キッチンを新設し、モダンな LDK を創出 

・洗面所とサンルームを併設することで、家事動線もスムーズに 

・脱衣室と浴室への動線も便利に改良 

■開放感あふれる眺望 

リビングの南面に広がる中庭からは、壮大な松の木を望むことができます。大きなガラス窓を通して眺める

景色が、暮らしに安らぎをもたらす特別な空間となっています。 

このリノベーションでは、伝統的な和の要素を活かしながら、現代の暮らしに合わせた機能的な空間づくり

を実現しています。 

 

 

 

 

 
１階は快適な水廻り空間に  

暮らしやすさを追求した空間づくり  

開放感あふれる眺望  

キッチン周りの機能性アップ  



 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋晴れの爽やかな空気の中、木だて家で開催された感謝祭は沢山の方々に参加いただき、大盛況でした。 

親子で楽しめるワークショップや大工さん体験では、子供たちが楽しみながら職人技に触れ、自分だけの作

品を作り上げる様子が印象的でした。 

 木の温かみを感じられる体験が、家族の絆をより一層深めたのではないでしょうか  また、会場内には

飲食スペースもあり、美味しい料理と共にゆっくりとした時間を過ごしていただきました。来年も、皆さん

にお会いできる事を楽しみにしています！ 

 

 

自分で造ったオリジナルの収納付きベンチ！ 

大工さんになった気分を味わえましたね✨ 

金槌でトントン釘を打ったり、のこぎりで丸太

を切ってみたり！新しい体験が出来ました♪ 

 

窯焼きピザ・焼きマシュマロなど、飲食スペースでの

楽しそうな声が聞こえ、温かい気持ちになりました☀ 

来年は新しいメニューが増えてるかも！？🍎 

 

       弊社敷地内で感謝祭を行いました                                                                       

 

 

                          

 

小さな手先で丁寧に作業する子どもたち。リボンを

グルーガンで貼り付けて、世界でひとつだけのぱたぱ

たおもちゃの完成に、真剣な表情の中にも嬉しそうな

笑顔がこぼれます。完成後は、自分で作ったおもちゃ

で遊ぶ楽しさを存分に味わっていました♪ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                            

  

    

 

管理  守本  拓  

こちら新築の内装工事の施工写真になります！今回

は和室の床の間に注目したいと思います。最近では和

室がない家も多く床の間を目にする機会も減ってきま

した。床の間とは身分の高い人をもてなしたり仏像や

仏具を置くために造られたものが始まりとされていま

す。そこから時代が進むにつれ季節に応じ掛け軸や花

などを飾ったりする空間へと変化していきました。和

室を構成する大事な要素として木だて家では床の間が

ある和室もご提案させていただいております。日本の

古来より伝わる伝統的な和室の在り方を皆様の住まい

に取り入れてみてはいかがでしょうか！ 

✏新人管理者が見た新築の舞台裏：写真と共に辿る
た ど

家づくりの旅                     

 

こちらは新築の上棟写真になります！本物件

は平屋となっており繋がりのある広々としたコ

の字の間取りと屋根が特徴になります。各ゾー

ンにそれぞれ屋根が掛かっているような形状を

しておりまるで家と家が連なるような外観にな

っています。このように屋根に特徴を持たせる

ことで外観に個性が表れ他の家にはない魅力が

生まれるのです。皆さんもご自身ならではの個

性的な屋根が掛かった住宅を木だて家で建てて

みませんか。 

 

こちら新築の外部工事の施工写真になります！今

回は住宅の外壁の裏側をお見せしたいと思います。

この沢山の隙間が空いたグレーのものを「防鼠材」

（ボウソザイ）といいます。文字通り配線をかじっ

て感電火災を引き起こしたり、菌を媒介する可能性

がある鼠などの侵入を防ぐ役割を担っています。そ

の他にも外壁の換気面積を確保する役割も持ってお

り安心安全な住まいには欠かせないものです。普段

目にすることはありませんが防鼠材は非常に重要な

役割を担っているのです！ 

福井市「二上の平屋」  

越前市「粟田部の家」  

越前市「粟田部の平屋」  


